
 

 

地下鉄の乗車人員の状況分析 

１ 乗車人員の推移【１日当たり】 H30（2018）～R4（2022）年度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平日、土日別の乗車状況 

 

 

 

 

資料１―１ 

○平日に比べて、土日祝日の減少幅が大きい。（土日祝日 R1→2比▲40.6％、R1→3比▲32.7％） 

○依然として土日祝日の減少は大きいものの、緩やかに回復傾向にある。 

R4(2022) R3(2021) R2(2020) R1(2019) H30(2018) 

コロナ影響 

○コロナ前には１日当たり乗車人員は、年度平均 62～63 万人であったが、R2年度 45 万人（R1→2 比▲

28.0％）、R3 年度 48万人（R1→3 比▲22.8％）と、大きく減少。 

○R3 年秋頃から緩やかに回復傾向。 

 

年平均約６３万人 年平均約６２万人 年平均約４５万人 年平均約４８万人 

R2(2020) R3(2021) R4(2022) 

■年度平均の状況

R1→2 R1→3 R1→4

　全日 ▲29.3% ▲24.2% ▲16.3%

平日 ▲26.0% ▲21.8% ▲13.4%

土日祝 ▲40.6% ▲32.7% ▲21.7%

■年度平均の状況

R1→2 R1→3 R1→4

乗車人員 ▲28.0% ▲22.8% ▲18.1%

 

緊急事態宣言(R2.4～5、R3.5～6、R3.8～9) 

市内初の感染者確認(R2.2.14) 

ＷＨＯパンデミック宣言(R2.3.11) 


